
生きることに 疲れた時

目を閉じれば いつも そこにいられる

雲が流れて ふと気がつけば

口ずさんでる あの日の歌を

変わらない この街に

変わりゆく 僕が佇む

青い海風の街に僕は生まれて

恋をして （キスをして） 傷みを知った

弱い自分に ちぎれそうな夜

目を閉じれば いつも そこにいられる

変わりゆく この街に

変わらない 僕が佇む

青い海風の街に僕は生まれて

明日を夢見て （未来信じて） 今日を駆け抜けた

海風の街

変わりゆく この街に

変わりゆく 僕が佇む

赤い電車を乗り継ぎ そこに帰ろう

ほらあそこにも （いたるところに） 僕の歴史がある

いつか この街の丘に眠るのだろうか

あの日のままの （何も変わらない） みんなにまた会える

海風に吹かれ みんなが笑ってる

Ah 海風の街で

Ah みんなが待っている

Ah みんなにまた会える

Ah 海風の街
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